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研究成果の概要（和文）：ヒトは心的表象を自在に操作することで、思考し、未来に備え、他者の心を想うこと
ができる。本研究では、このような場所や時間に限定されない心的表象操作としての「心の自立性」を多様な動
物種で検討した。その結果、未来に自身を投影する能力の種差は大きく、ヒトでも5歳以上で達成できること、
チンパンジーが他者の誤信念を理解している可能性があること、霊長類・伴侶動物では他者理解に自己経験が影
響することなどを明らかにした。これらの成果は、心の自立性の萌芽的能力がヒト以外の動物種にも備わってい
ることを示すものである。

研究成果の概要（英文）：Humans can freely manipulate mental representations, to think about reasons,
 prepare for the future, and think about others. In this study, we examined "mental independence," 
the ability to manipulate mental representations not limited to space and time, in various animal 
species. The results revealed that: 1) The ability to project oneself into the future situation is 
quite different between species, and humans over five years of age can achieve this; 2) chimpanzees 
may understand the false beliefs of others; 3) in primates and companion animals, the experience of 
self influences the understanding of others' experiences. These results indicate that the emergent 
capacity for mental independence is also present in non-human animal species.

研究分野： 比較認知心理学

キーワード： 比較認知　比較認知発達　進化　思考　心的表象操作　メタ認知　他者理解

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、独創的な研究手法を用いることで、多様な動物種や若齢の乳幼児も心的表象を操作し、環境を理解
し、自己を理解し、他者を理解することを明らかにした。萌芽的な能力であれ、「心の自立性」が霊長類をはじ
めとする種々の動物にも分有されているという事実は、ヒト観を刷新するものとなり、動物への理解と愛情を育
み、地球化時代の新たな人類の行動指針を呈示するものである。また、その発達過程を明らかにしたことは、適
切な子育てへの提言ともなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年、ヒト独自であると考えられてきた数々の心的機能の萌芽が、必ずしもヒトの近縁とは言
えない動物種にも分有されていることが明らかにされてきた。例えば、新世界ザルに属するフサ
オマキザルは、競合場面で他個体を欺き（Fujitaet al. 2002）、他個体と協力して報酬を獲得し
（Hattori et al.2005）、低順位の個体に高価値報酬を分配し（Takimoto et al. 2010）、他個体
の労力に合わせた報酬配分を行う（Takimoto & Fujita 2011）。さらには、他者間の社会的やり
取りを観察することによって、第三者的立場から他者を社会的に評価する（Anderson et al. 
2013）。また、自身の記憶痕跡の強度をメタ認知し、それに応じて適切に課題を選択することも
できる（Fujita 2009）。こうした高度な機能は霊長類だけではなく、他の系統種にもみられる。
例えば、イヌも飼い主に協力しない人物を避けるという第三者評価をし（Chijiiwa et al. 2015）、
ハトもメタ認知機能を持ち、自身の回答の自信度を認知し（Nakamura et al. 2011)、知識の有
無に応じた情報希求をする（Iwasaki et al. 2013）。こうした多様な高次心的機能はいかにして
可能になるのか。これらを統一的に理解するカギは、環境から与えられる刺激に縛られることの
ない、自在な心的表象の操作であると考えられる。 
 ヒトに見られる心的表象操作は、現在の環境から離れて大規模な時空間上で自在に行われ、過
去の記憶を心の中で再現し、未来を想像する。これを他者にも適用し、心の理論と言われる他者
理解へと発展させる。こうした現在の環境から切り離して自由に心的表象を操作できる能力、
「心の自立性」こそが、ヒトと他の動物を分ける決定的な違いかもしれない。近年の飛躍的に発
展した比較認知科学における研究成果から、ヒトとヒト以外の動物の心的連続性が次々に示さ
れてきている。しかし、それらの情報は断片的であり、ヒトのもつ「心の自立性」が進化の過程
でいかに発生したのか、それはヒト独自のものなのかという問いには、明確に回答を得ることが
できていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ヒトが持つ時空間を超えて自在に思考する能力を「心の自立性」と呼び、そ

の進化と発達の過程を、広範な種比較と発達比較を通じて実証的に明らかにすることである。具
体的には、（１）心的表象の自在な意識的変換を、多様な行動課題における思考や推理能力を通
じて調べ、（２）自身の認知状態を監視し行動を制御するメタ認知能力や、過去や未来に自身を
投影する心的時間旅行の能力を検討し、（３）これらの応用的利用と位置づけられる他者理解や
社会的知性、及び心の理論に関する実証的な資料を、行動実験と行動観察により組織的に収集す
る。これらの結果をヒトを含む多様な動物種間で比較することで、「心の自立性」の進化・発達
過程を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
ヒトと近縁の霊長類種のみならず広範な動物種を対象として、上記の目的で示した（１）思考

や推論能力、（２）メタ認知や心的時間旅行、（３）それらの応用的利用としての他者理解や社会
的知性、及び心の理論に関する多様な行動実験や行動観察を実施した。具体的な実験手続きに関
しては、当該の動物種に応じて柔軟に調整しながら執り行った。 
 
４．研究成果 
外界を写した心的表象を操作するためには、物理事象を正しく理解した予測や論理的推論を行
えることが前提となる。本項目の課題では、これらの能力を、これまでの研究を補完する様々な
動物種で検討した。 
 
（１）心的表象の自在な意識的変換を必要とする課題解決－思考・推理 
① ネコにおける飼い主の声を利用した物理的法則の理解 
 ネコにおける物理法則の理解を調べるために、1部屋の異なる場所に配置した 2つのスピーカ
ーの一方から、飼い主の声を再生した直後に他方のスピーカーからも同じ飼い主の声を再生し
た。これに対してネコは驚く反応を見せたことから、人が瞬時に移動することは物理的にはあり
得ず、ネコが物理的法則に従う予測に基づいた理解をしていることが示唆された（Takagi, et 
al. 2021）。 
② ネコにおける因果理解の検討 
 先の実験と同様、ネコにおける物理法則の理解を調べるために、ヒト実験者が箱を振ってガラ
ガラと音がするにも関わらず、その箱をひっくり返した時に物体が落下しない場合など、期待違
反が生じる場面を呈示した。結果、ネコの注視時間が増加し、物理法則に従った推理をすること
が示唆された（Takagi、 et al. 2016）。本成果は国内外のメディアにおいて多く注目を集めた。 
③ イヌとネコにおける排他的推論能力の検討 
 上記の結果で、基礎的な物理法則の理解の能力は示されたが、伴侶動物であるイヌは、ヒトの
指差しや視線、表情などの社会的信号に過剰に引きつけられ、しばしば物理的事象の判断を誤る
ことが報告されている（Marshall- Pescini et al.2011）。本研究では、イヌとネコを対象に、
被験体に 1 個ずつ餌の入った皿を２つ見せ、ヒト演技者が一方の皿から餌を取り出して食べる



動作を見せた後、被験体がどちらの餌皿を選択するか調べた。結果、ネコもイヌと同程度にヒト
が食べた後の皿を訪れた。これはイヌのような積極的な人為選択を進化の過程で受けていない
ネコでも、ヒトの動作に引き寄せられて物理事象の判断を誤ることを示した最初の知見である
(Chijiiwa, et al. 2021)。この結果は、課題の成績が被験体の物理法則の理解の能力だけでな
く、種に固有の選好にも強く影響されることを示すものであり、種ごとの特徴に応じた課題設定
の重要性を確認させるものである。 
④ ハムスターにおける複数情報利用の柔軟性 
 一般に、分散貯蔵（Scatter-hoarding）を行う動物種は、集中貯蔵（larder-hoarding）する
動物種よりも高い空間記憶能力を有することが示されている。本研究では、集中貯蔵型のハムス
ターが、報酬の場所を示す複数の手掛かりをどのように利用するかを検討した。結果、ハムスタ
ーは特定の視覚手がかり（ビーコン）を利用するよりも、方向情報を利用した餌場探索を行う傾
向が強かった。しかし、突如方向情報が使えない場面を経験をすると、複数の情報を柔軟に使用
することができるようになった（Betsuyaku, et al. 2021）。この結果は、集中貯蔵型の動物種
の空間記憶研究が少ない中、貴重な実証研究の一つであると同時に、適当な場面設定を用いるこ
とで能力が発現することを示すものでもある。 
⑤ ホンソメワケベラ（魚類）における推移的推論 
 A＜B＜C であれば、A＜C であるといった推移的推論は哺乳類、鳥類では肯定的な報告がある
が、魚類では個体間の社会的順位を用いた推移的推論課題しか行われていない。そこで本研究で
は 5項目の色刺激に対して、報酬の有無による大小関係を、A<B、 B<C、 C<D、 D<E（ペアで提
示された刺激のうち、大きい方に相当するものを選択すると報酬が得られる）のように設定し、
訓練を行った。その後、新奇なペアである Bと Dを呈示した結果、Dを有意に多く選択した。こ
れは魚類においても推移的推論の萌芽的能力が備わっていることを示唆するものであるが、結
果の解釈において交絡要因の検討などが必要であり、今後はそのメカニズムの解明が待たれる
（Hotta, et, al. 2020）。 
 
以上、本項目の研究結果から、心的表象操作の基盤となる、物理事象を正しく理解した予測や

論理的推論の能力は、多くの種で見られ進化の比較的早い段階から備わっていることが示唆さ
れた。また、種固有の特徴や環境要求によってその発現が影響されることも示された。 
 

（２）心的表象の自在な意識的変換を可能にするための要素的機能－メタ認知及び心的時間旅
行 

① フサオマキザルは自身の記憶痕跡の内容を認知しているのか？ 

 複数の課題を選択する機会を与えられた時に、フサオマキザルがより自信のある課題を選択
するかを調べることで、自己の記憶状態に関するメタ認知の能力を調べた。課題では、遅延見本
合わせにおいて、見本刺激の What と Where 情報をサルに覚えさせ、両方を解答させる訓練を行
った後に、What と Where のどちらを回答したいかを選択させた。結果、自分で問題を選んだと
きと強制的に問題を与えられたときで、正答率に有意な差は見られなかった。次に、見本呈示か
ら比較刺激呈示までの間に、What か Where のどちらかの記憶を妨害する刺激を呈示し、課題の
難易度を操作した。しかし、サルは妨害されていない情報を積極的に使用して解答しようとはし
なかった。この結果は、フサオマキザルが自身の記憶痕跡の内容を監視していない可能性を示し
ている（Takagi & Fujita, 2018）。 

② フサオマキザルにおける自身の記憶忘却を予期した未来志向的行動 

 サルが自身の将来の記憶痕跡を予測した準備行動をとることができるか否か検討するため、
遅延時間明示型遅延見本合わせ課題を行なった。サルの記憶方略を検討した結果、サルは事前に
遅延時間が長いことが告げられた時でも、積極的に見本を記憶したり、リハーサルしたりはしな
いことが示された(Kishimoto, et al. 2019)。さらに、自身の将来の記憶痕跡を予期して、遅延
時間が始まる前に見本刺激再呈示アイコンを使用できるかを検討したが、予告された遅延時間
の長さに応じて再呈示を利用する傾向は見られなかった（Kishimoto, al. 2020）。これらの結果
はフサオマキザルが自身の将来の記憶痕跡に基づいた予測を行わないことを示唆している。 
③ ハトにおける自身の記憶痕跡をもとにした情報希求行動 
 ハトが「既知の課題が呈示されるとき」と「新規の課題に直面するとき」でヒント希求の仕方
を変えるか否かを検討した。結果、4個体中3個体のハトが既知の問題の時よりも新規の問題の時
の方が、ヒントをより多く希求した。この結果は、ハトが予見的に自身の知識状態を認識できる
（予見的メタ認知）可能性を示すものである（Iwasaki & Fujita, 2018）。 
④  ハトにおける展望的記憶 
 展望的記憶とは、将来に向けて計画した事象を一旦意識から消去しても、適切な場面で想起し、
実行することができる記憶を指す。本研究ではハトが、特定の試行毎に登場するボーナス課題に
適切に回答することができるかを検討した。ハトの行動特性に応じて、複数の実験手続きを検討
したが、いずれにおいてもハトが展望的記憶を持つことを示す結果は得られなかった（Iwasaki,
 et al. in prep）。先の実験では、ハトが自信の内的状態を予見する可能性は示唆されたが、
本実験では刺激呈示という外的状態の予測を行なうという結果は得られなかった。これらの結



果の相違には、対象が内的であるか外的であるかの違いや、予測の時間幅の違いなどが影響した
と考えられ、今後の検討課題である。 
⑤ ネコにおける偶発的記憶課題 

 複数の餌箱を訪問させ、そのうち限られた箱でだけ採餌させた後、長い遅延時間をおいて、事
前の予告なしに同じ餌箱群を再度探索させると、イヌは先立って食べ残した箱を優先的に訪問
することが、我々の先行研究で示されている（Fujita, et al.2012）。本研究では、ネコに対し
て同様の実験を行った結果、イヌと同様に食べ残した餌箱に優先的に訪問することが示された。
これはネコも再訪問の機会に際し、偶発的な記憶を再訪問時に能動的に取り出し利用すること
ができることを示している（Takagi, et al.2017）。 

⑥ 幼児における将来の必要性を予期した準備行動 

 幼児が、自信の将来の知識状態を予期した行動を取るかを調べる実験として、実験者が複数の
透明または不透明の容器のうち一つにおもちゃを隠し、その間、幼児は覗き穴の開いた部屋で待
機する課題を行った。結果、4歳児は容器の種類に関わらず覗き穴を覗いたが、5 歳児は不透明
の時のみ覗き穴を覗いた。次に、おもちゃを透明容器に隠す人と、不透明容器に隠す人をテレビ
モニターを通して観察できるようにしたところ、5歳児、6歳児では不透明容器に隠す人を長く
観察した。以上の結果は、5歳児において、将来の自身の知識状態を認識した上で、必要に応じ
た準備行動をとることができることを示している（Iwasaki、 et al. 2020）。 
 
以上、本項目の研究結果では、自身の現在の知識状態を認識するメタ認知の能力は萌芽的なもの
を含めると多くの種で確認できたが、その認知を過去の記憶痕跡や未来に拡大して推測する能
力には限界が見られ、ヒト幼児でも５歳児以降にならないと、そのような推測が見られなかった。
メタ認知を時間を超えて投影する能力に、動物種間で大きな違いがあることを示唆している。 
 

(３）心的表象の自在な意識的変換の応用的利用－他者理解や社会的知性，心の理論 
① 類人猿における他者の誤信念の理解 
 心の理論のうち他者の信念の理解は、ヒトでも４～５歳頃に発達し、5歳頃に完成することが
示されている（Wellman, et al.2001）。本研究では、類人猿の興味を引くように作成されたスト
ーリー動画を作成し、アイトラッカーを用いて類人猿の視線を計測した。その結果、類人猿も他
者の誤信念を理解し、それに応じた行動の予測をすることが明らかとなった。本成果は Science
誌に掲載された（Krupenye, et al. 2016）。 
② チンパンジーにおける自己像認知の理解 
 鏡による自己認識は現在の自己像を投影しているが、遅延した映像の中に映る自己像は時空
を超えた自己概念の存在を示唆する可能性がある。本研究では、チンパンジーの頭部に複数のス
テッカーをつけ、彼らがそれを取り去るかどうかを調べた。その結果 5 個対中 3 個体が 1 秒か
ら 4 秒の遅延があってもビデオを通して自身の姿が観察しながら自己指向的な行動をとった。
この反応は、ヒト 4歳児以上に匹敵するものである。（Hirata, et al. 2017）。 

③ 類人猿における自身の経験を通した他者の行動の予測 

 類人猿における誤信念の理解が、登場人物の心的状態を理解したのか、あるいは単なる行動の
パターンを予測した結果かを明らかにするための研究を行った。実験では、見た目は同一だが性
質の異なる 2つの障壁を用意し、類人猿は向こうが透けて見えるトリック障壁か、透けて見えな
い障壁のいずれかを経験した。その後、誤信念に関わるストーリー動画を見せ、類人猿の視線計
測を行った。結果、透けて見えるトリック障壁を経験した類人猿と、見えない障壁を経験した類
人猿では、同じ動画を観たにも関わらず、事前の経験（障壁の性質の違い）に応じて異なる反応
を示した。これは自己経験が他者理解に利用されていることを示す結果であり、先に示した類人
猿による誤信念の理解が心の理論に基づく理解であることを示唆している（Kano, et al. 2019）。 
④ 類人における直示的コミュニケーションの理解 
 動画を見ているときの類人の視線をアイトラッキングにより記録した。動画では、ヒト役者が
視線手がかりを示す（２つの物体のうち一つを見る）前に直示的なコミュニケーション（名前を
呼ぶ、目を合わせるなどして、「何か」を伝えようとする仕草）を示す。ヒト幼児やイヌでは直
示的コミュニケーションを見た後により強く視線手がかりに反応することが知られているが、
類人では同様の反応が認められなかった。ただし例外的に、ヒトに幼いころから親しんで育った
チンパンジーは役者の目の前の物体（２つとも）をより長く見るなど、直示的コミュニケーショ
ンに対して一定の理解を示唆するような視線パターンを示した。これは、ヒトの直時的なコミュ
ニケーションが同種や家畜動物に対する特有のシグナルであることを示唆している(Kano, et 
al. 2018)。 
⑤ フサオマキザルにおける利他行動 
 フサオマキザルで、他者の利益のためだけに積極的にコストを払う「利他行動」が生起するか
を検討した。実験では、フサオマキザルのオス 3 個体を分配者とし、自身のケージに置かれた報
酬を、隣のケージのメス個体の受取者に分配するために、ケージの扉の鍵を自発的に開けるか否
かを調べたが、分配行動は生起しなかった。次に、自身の報酬は確保した上で、受取者への報酬
が入った餌箱の鍵を開けてあげるかを検討した結果、受取者が視線やジェスチャーで強く要求



行動をした際に、餌箱の鍵が開けられる頻度が高くなった。この結果は、チンパンジーで示され
た先行研究と同様に、ヒト以外の霊長類では、強い援助要求がなければ、他個体の援助行動を引
き出すことができないことを示唆している（Bucher, et al. 2021）。 
⑥ リスザルにおける不公平感 

 野生下では協力行動がみられないコモンリスザルを対象に、「不公平嫌悪」が見られるかを検
討した。実験は、操作者（リスザル）が自身の報酬と、隣個体（受取者）の報酬が置かれたトレ
イを引き寄せることによって、両個体が報酬を獲得できる装置を用いて行った。結果、オスは受
取者の在・不在、受取者との社会的関係、報酬配分の違いにかかわらず、同じようにトレイを引
いたが、メスでは集団外メンバーが受取者となる場合に、トレイを引く頻度が単独条件と比較し
て有意に低くなった。このような性差が、リスザル一般に見られるものなのか、本研究の被験体
集団に特異なものなのかは今後の研究が待たれるが、少なくともメスでは集団外メンバーに対
して「不公平嫌悪」を持つ可能性があることがわかった（Bucher, et al.2020）。 

⑦ イヌにおける自身の経験を通したヒトの行動の理解 

 見かけは同じで操作難度の異なる 2 種の装置を用意し、実験者がそれらを操作する様子をイ
ヌに観察させた後、イヌがどちらを選択するかを調べた。事前に操作の難易度に違いがあること
を経験させたイヌは、自身の知識をもとにして、ヒトの動作の意味を理解していたことが示唆さ
れた。この結果は自身の経験から得た心的表象の投影的利用を示唆する結果である（Kuroshima, 
et al.2017）。 

⑧ 乳児における向社会行動を支える基盤 

 １６ヵ月児を対象に、援助行動と運動発達および社会的インタラクション能力の関係を検討
した。まず、視線計測装置を用いて、１６ヵ月児が、援助を必要としている他者と援助を必要と
していない他者を弁別できることを確認した。その後、out-of-reach 課題（他者が必要として
いる物体に手が届かない場面で、その物体を手渡すかどうかなど）と微細運動、粗大運動、およ
び他者との社会的インタラクション能力との関係を調べたところ、これらの能力が援助行動の
発達を予測することが示された(Koster, Itakura, Omori, Kartner, 2019)。 
⑨  乳児の公平感の発達 
 １４カ月児を対象に、先行刺激として幾何学図形のエージェントの善悪の振る舞い（黄色の三
角形が、坂道を上ろうとしているオレンジ色の円を助けて坂道を押し上げている場面や、青の四
角形が妨害してそれを突き落とそうとしている場面など）を呈示し、その後、それぞれのエージ
ェントが、別のエージェントに資源を分配する場面を呈示して、期待違反法により注視時間を調
べた。結果、乳児は良い振る舞いをしたエージェントは、資源を公平に分配することを期待して
いることが示された(Surian, Ueno, Itakura, Merist, 2018)。 
 
 以上、本研究項目では、他者理解や社会的知性、心の理論など、その実現に自己や他者の心的
表象の自在な操作が要求される課題について検討を行い、チンパンジーが数秒の遅延であれば
自己像の認知が可能なこと、他者の誤信念を理解している可能性があること、霊長類・伴侶動物
では他者理解に自己経験が影響することなどを明らかにした。また幼児の研究において、他者理
解の発達過程を明らかにした。項目２で自己の現在の知識状態のメタ認知能力が多くの種で見
られたこととあわせて、本項目の結果は自己理解の能力が他者の理解にも応用され得ることを
示すものである。しかし、援助行動の生起に相手からの積極的な要求が必要な結果など、チンパ
ンジーやサルでもヒトとの違いが見られた。項目２の研究ではメタ認知能力の時間的広がりが
ヒト以外の動物種では限られていることが示されたが、本項目の結果も、共感性などの他者の状
態を想像する範囲が、ヒト以外の動物種では限定的である可能性を示唆している。 
 
以上のように、本研究課題の実施により、多様な動物種における行動研究、行動観察が実現し、

多くの成果を生むことができた。これらの成果から、現在の心的表象を利用した課題解決である、
思考や推理は、霊長類種のみならず魚類に至るまでその萌芽的な能力を含め、分有されている可
能性が示された。その一方で、メタ認知やエピソード記憶を過去や未来に投影する心的時間旅行
に関しては大きな種差が見られることが明らかとなった。また、多くの種は優れた他者理解能力
を持ち、自己経験や自己理解が他者の心的状態の解釈や次の行動の予測に影響を及ぼすことが
示されたが，ヒト以外の動物種で，他者の心的状態を想起する範囲の限界も見られた。これらの
結果は，心の自立性の萌芽的能力がヒト以外の動物種にも備わっていることを示すものである
と同時に，その時間的な広がりや，他者への広がりに種差があることも示している。このように，
全体として当初計画した「心の自立性」を検討するための 3つの側面について，多岐にわたるア
プローチで多くの成果を示すことができたことにより，プロジェクトの狙いは達成された。上記
の成果は，心の自立性の発生過程を考察するための重要な資料である。また，上記の主要な成果
以外にも関連する研究の多くが査読付き国際誌に公刊されている。 
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PeerJ e2304

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Matsuda, Y., Myowa-Yamakoshi, M., & Hirata, S. 4

 １．著者名

10.1126/science.aaf8110

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Great apes anticipate that other individuals will act according to false beliefs

Science 110-114

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Krupenye, C., Kano, F., Hirata, S., Call, J., & Tomasello, M 354

 １．著者名

10.1371/journal.pone.0166788

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Nut cracking tools used by captive chimpanzees (Pan troglodytes) and their comparison with
early stone age percussive artefacts from Olduvai Gorge

PLoS ONE e0166788

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Arroyo, A., Hirata, S., Matsuzawa, T., & de la Torre, I. 11

 １．著者名



2017年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
熊本地震とチンパンジー

発達 91-108

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
平田聡 147

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
連載「ウマ学ことはじめ」第2回：アルガ山で調査開始

モンキー 36-37

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
平田聡 1

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
連載「ウマ学ことはじめ」第1回：ポルトガルの野生ウマ

モンキー 10-11

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
平田聡 1

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
雲南と馬

ヒマラヤ学誌 58-63

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
平田聡 18

 １．著者名



2016年

2016年

2016年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
学問の融合を議論する

学術の動向 46-48

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
平田聡・瀬山倫子 22

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
社会的知性の進化－心・文化・社会はヒト特有のものか

現代思想 160-171

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
平田聡 44

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
連載「ウマ学ことはじめ」第4回：中国でウマに乗る

モンキー 84-85

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
平田聡 1

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
連載「ウマ学ことはじめ」第3回：ウマに名前をつける

モンキー 60-61

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
平田聡 1

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
動物園における教育プログラムのための動物行動観察支援システム

情報処理学会論文誌：教育とコンピュータ 36-45

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
吉田信明，田中正之，和田晴太郎 3

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
闘争が見られたレッサーパンダのペアの繁殖期の行動経年変化

動物園水族館雑誌 69-77

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
岡部光太，田中正之 58

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
動物園で給餌している樹葉の重量推定と栄養含量の季節変化

日本畜産学会報 9-17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
塩田幸弘，八代田真人，河村あゆみ，田中正之 88

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
トピック1－チンパンジーのこころ

In: 藤田和生（編著）比較認知科学. NHK出版 176-191

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
平田聡 －

 １．著者名



2016年

2016年

2016年

〔学会発表〕　計67件（うち招待講演　24件／うち国際学会　42件）

2019年

 ２．発表標題

79th Annual Meeting of the Japanese Society of Animal Psychology
 ３．学会等名

Iwasaki S, Umeda S, Kuroshima H, Kishimoto R, Fujita K.
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Pigeons fail to show prospective memory in a computerized task

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
生まれ変わった動物園－京都市動物園での研究と教育－

ＮＵ７ 3-8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
田中正之 7

 １．著者名

10.2502/janip.66.1.8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
動物園動物のこころをさぐる

動物心理学研究 53-57

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
田中正之 66

 １．著者名

10.19227/jzar.v4i3.235

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
(2016) Introducing tool-based feeders to zoo-housed chimpanzees as a cognitive challenge:
spontaneous acquisition of new types of tool use and effects on behaviours and use of space

Journal of Zoo and Acquarium Research 1-9

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yamanashi, Y., Matsunaga, M., Shimada, K., Kado, R., & Tanaka, M. 4

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第12回日本人間行動進化学会大会

79th Annual Meeting of the Japanese Society of Animal Psychology

79th Annual Meeting of the Japanese Society of Animal Psychology

79th Annual Meeting of the Japanese Society of Animal Psychology

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岸本励季, 岩崎純衣, 藤田和生

Takagi S, Chijiiwa H, Arahori M, Kuroshima H, Fujita K.

Chijiiwa H, Horisaki E, Hori Y, Fujita K, Kuroshima H.

Matsuno T, Kuroshima H.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Dyad inversion effect in capuchin monkeys (Sapajus apella) and humans (Homo sapiens)

フサオマキザルにおける自身の忘却を見据えた情報希求

Mental tracking from voices

Do dogs evaluate humans based on skillfulness?



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本心理学会第83回大会

関西心理学会第131回大会

19th European Conference of Developmental Psychology（招待講演）（国際学会）

79th Annual Meeting of the Japanese Society of Animal Psychology
 ３．学会等名

 ３．学会等名

若園誠, 山梨裕美, Zsofia Budai, 黒島妃香, 岩崎純衣, 田中正之, 藤田和生.

Itakura S.

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shiotani K. Hataji Y, Kuroshima H, Fujita K.

高木佐保, 齋藤慈子, 藤田和生, 黒島妃香.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Do cockatiels map numbers spatially?

ネコの聴覚情報を用いたメンタルトラッキング

キリン（Giraffa camelopardalis）は自分が「知らない」ことを知っているのか？ーキリンにおける情報希求行動の生起について―

From whom do infants learn?-Developmental Cybernetics view-

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Research in aspects of social development: Collaborations between the UK and Japan（招待講演）（国際学会）

白梅学園大学発達臨床セミナー（招待講演）

中央大学感性工学, 認知科学クラスターシンポジウム２０１９『法と脳 ー認知多様社会の規範はどうあるべきか？ー』（招待講演）

Itakura S.

板倉昭二

板倉昭二

板倉昭二

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
然科学研究機構 異分野融合型研究事業 ワークショップ（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

赤ちゃんの行動を科学する－高社会鼓動の視点から－

乳児における向社会行動

乳幼児における社会性：身体、運動、心拍との関係から

Developmental Cybernetics Workshop 3



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 14th International Conference on Environmental Enrichment（国際学会）

The 14th International Conference on Environmental Enrichment（国際学会）

The 14th International Conference on Environmental Enrichment（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tanaka M, Sakuraba Y

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

板倉昭二

Kuroda K, Yoneda H, Nagao M, Shimada K, Aramaki Y, Seo R, Sakuraba Y, Yamanashi Y, Tanaka M

 ３．学会等名

Ten Years of Long-lasting Cognitive Enrichment for Zoo Primates: Cultural Transmission in Kyoto City Zoo

自己の進化と発達―自己鏡映像認知と自己身体に着目して－

Introduction of New Elephants to a Former Solitary Captive Elephant: The Process of Forming Social Relationships

Developmental Support of Chimpanzee with Cerebral Palsy

 １．発表者名
Yamada N, Takeshita H, Takashio J, Sakuraba Y, Takahashi I, Kawakami F, Hayashi M, Tomonaga M

 ３．学会等名

京都大学オリジナル　IHI「ヒトと文化を理解するフォーラム」（招待講演）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 14th International Conference on Environmental Enrichment（国際学会）

The 7th Asian Zoo Educators Conference 2019（国際学会）

第35回日本霊長類学会大会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Sakuraba Y, Yamada N, Takahashi I, Kawakami F, Takashio J, Takeshita H, Hayashi M, Tomonaga M

Tanaka M

田中正之、櫻庭陽子、吉田信明

Kano F.

International Student Symposium on Animal Behavior and Cognition.（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Evaluating of Physical State on a Female Chimpanzee with Cerebral Palsy: A Case Study

Collaborative Science Education for Biodiversity Conservation Offered by Kyoto’s Zoo, Botanical Garden, Aquarium, and
Science Museum

京都市動物園チンパンジー認知エンリッチメント１０年間の記録

Using cutting-edge technologies to study animal cognition and behavior.

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Symposium at Societe Japonaise de Linguistique Francaise（招待講演）（国際学会）

Japanese Society of Developmental Psychology（国際学会）

How do chimpanzees feel in arts?（招待講演）（国際学会）

International Primatological Society（招待講演）（国際学会）

Kano F.

Kano F.

Kano F.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kano F

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Great apes use self-experiences to anticipate an agent’s action who has a false belief.

How do chimpanzees see arts?

ontact-free sensors, such as an eye-tracker and a thermo-camera, are useful to examine cognition and emotion in great apes
at zoos and sanctuaries.

 ２．発表標題

Great ape theory of mind

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

10th International Scientific Conference on Neuroethics and 5th Conference of the Italian Society for Neuroethics（国際学
会）

XXXI Congresso AIP Sezione di Psicologia dello Sviluppo e dell’Educazione（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Manzi F., Di Dio, C., Massaro D., Itakura S., Kanda T., Ishiguro, H. & Marchetti A.

Kishimoto R, Itakura S, Fujita K, Hashiya K

Di Dio, C., Manzi F., Massaro D., Itakura S., Kanda T., Ishiguro, H. & Marchetti A.

Di Dio, C., Manzi F., Massaro D., Itakura S., Kanda T., Ishiguro, H. & Marchetti A.

BCCCD 2018（招待講演）（国際学会）

5th Annual Conference of the Italian Association for Cognitive Sciences（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Teoria della Mente e equita in bambini di 5 anni nell’interazione con un umano o un robot: uno studio con l’Ultimatum
Game.

Preschoolers’ social evaluations of others’ strategically public displays of prosocial behaviour

Evaluating fairness in 5-year-old children in a Child-Robot Interaction.

Being fair to a robot: “shall i treat it like him?”, a five years old wonders.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Primatological Society XXVII Congress.（国際学会）

International Gorilla Workshop. Knoxville（国際学会）

Yamanashi Y, Bando H, Ito F, Matsunaga M, Mizuno M, Shimada K, Kado R, Tanaka M, Nogami E, Hirata S

Yamanashi Y, Utagawa M, Ito S, Yasui S, Nagao M, Tanaka M

岩崎純衣・梅田聡・黒島妃香・藤田和生

Takagi, S., Saito,A., Arahori, M., Chijiiwa, H., Kuroshima, H., Fujita, K.

日本心理学会第82回大会

日本動物心理学会第78回大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of bed‐building behaviors in captive chimpanzees: implication for critical period hypothesis and captive
management.

Tool-use as environmental enrichment for zoo-housed gorillas.

ハトにおける内的時間手がかりを用いた展望的記憶の検討

Cats' recognition of other cats' names

 １．発表者名



2018年

2018年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本心理学会第82回大会

関西心理学会第130回大会

British Psychological Society-Developmental Section Conferenc（招待講演）（国際学会）

UK-Japan psychological seminar at Lancaster University（招待講演）（国際学会）

高木佐保・齋藤慈子・荒堀みのり・千々岩眸・黒島妃香・藤田和生

Itakura, S

Itakura, S

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高木佐保・齋藤慈子・黒島妃香・藤田和生

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ネコはネコ友達の名前を知っているのか？

From whom do infants learn?-Developmental Cybernetics view-
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